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北
海
道
の
海
と
自
然
保
護
問
題

豊
島

貢

豊島 貢

(とよしま みつ ぐ)

1950年 青森県生 れ。

北海道大学大学院博士課

程修 了、(株)た くぎん総

合研究所、調査研究部、

主任研究員。

現在、海洋生物 、海洋開

発の研究 をしてい る。

ば

ス
ケ

ト

ウ
ダ

ラ
な

ど
を

み
て
も

分
か

る
よ
う

に
、

一
種

で

百
万

ト

ン
も

と

ら
れ

て

い
る
。
そ

の
理
由

と

し

て
、
北
海

道

の
海

が
栄

養
豊

か
で
あ

る

(基

礎

生
産
力

1ー
プ

ラ

ン
ク
ト

ン

ー1
栄

養

塩
が

多

い
)
こ
と

が
あ
げ

ら

れ
る
。

北

海

道

の
水
産

物

の
水
揚

量

・
水
揚

高
は

全
国

の
2
割

強

を

占

め

て

い
る
。
前
述

の
ス
ケ

ト
ウ

ダ

ラ
は
、
卵

巣
は

「
た

ら

こ
」

と

し

て
、
肉

は

「
か

ま
ぼ

こ
」
な

ど

に
な
り
、

全
国

的

に
食

べ
ら

れ

て

い
る
。

こ
の
ほ
か

、
北
海

道

の
代
表

的

な

魚

で
あ

る
サ

ケ
な

ど
を

み
て
も
北

海

道

の
海

の
生
産
力

の
高

さ
が

想
像

つ
く
と

思
う

。

②

暖
流

・
寒

流

が
流

れ
る
北

海
道

の
海

北

海
道

の
海

は
、

日
本

海
側

で

は
黒
潮

が
枝

分

か
れ

し
た

対
馬

暖
流

が

流

れ
、

こ
れ
が

さ
ら

に
枝

分
か

れ
し

て
、
津

軽

海
峡

を

流
れ

る
津

軽
暖

流
、

そ
し

て

オ
ホ

ー

ツ
ク
海

に
入
る

宗

谷
暖

流

に
な

る
。

一
方
、

北

の
方

か
ら

は
親
潮

と

い
う
寒
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「
、

は

じ
め

に

「
自
然

保
護

」

と

は
何

か

、
と
聞

か
れ

て
も

私

に
は

明
快

に
答

え

る
だ

け

の
知
識

は
な

い
し

、
ま
し

て
や

海

と

の
関
係

で

と
な

る
と

。
た

だ

、
普
通

よ
り

ち

ょ

つ
と
は
海

や

海

の
生
物

に

つ

い
て
知

っ
て

い
て
、
海
が

人

一
倍
好

き
だ
と

思

っ
て

い
る
の

で
、
海

の
現

状

と
基

礎
知
識

を

紹
介

し

、
自

然
保

護

問
題

に

つ

い
て
私

見

を
述

べ
て

み
た

い
。

本

稿
を

読

ん
だ

人

た
ち

が

一
人

で
も
多

く
海

の

こ
と

に
興

味
を

も

ち
、

海

に
触

れ

る
機
会

が

ふ
え

る
き

っ
か

け

に
な
れ

ば
幸

い
で
あ

る
。

二
、
海

の
基

礎
知

識

海

と

自
然

保
護

に

つ

い
て
触

れ

る
前

に
、

ま
ず

海

と
は

ど

ん

な
と

こ

ろ
な

の
か

そ

の

一
端

を

紹
介
す

る

。

A

広

く

て
大

き

い
海

海

は

生
命

の
源

と
言

わ
れ

、
地
球

表
面

積

の
約

七

〇
%

を

お
お
う
海

面

、
陸

地

と
同

様

に
山
あ

り
谷

あ

り

の
変

化

に
富

む
海
床

面

、
そ

し

て
、

こ
れ

ら
の
間

に
広

が

る
ぼ

う
大

な
海

水
空
間

を
持

っ
て

い
る

。
海

の
平

均

の

深
さ

は

三
七

九

五

m

で
あ

り
、
海

面

上

に
出

て

い
る
陸
地

の
体
積

は
海

の
全
体

積

の
十

分

の

一
よ

り
小

さ

い
の
で
、

こ
れ
を

な

ら

し

て
地
球

全

体

を
平

ら

に
す

る

と
、

地
球

は
約

二
四

〇
〇

m
の
海

に
す

っ

ぽ

り
お

お
わ
れ

て

し

ま
う

こ
と

に
な

る

(表

1

)
。
私

た
ち

の

住
む

地
球

は
む

し

ろ
水

球

と
呼

ぶ
ほ
う

が

ふ

さ
わ

し

い
ほ
ど

広
大

で
あ

る
。

地
球

の
水

の
分

布

を

み
る

と
、
九

七
%

が
海

に
あ
り

、
川

の
流
れ

や
大
気

中

の
水

は
ご
く

わ
ず

か

で
あ

る

(表

2
)
。

B

北

海
道

の
海

は
ど

ん
な
海

か

①

生

物

の
種

類

は
少

な

い
が
量

は
多

い

北
海

道

の
海

は
、

南

の
海

に
比

べ
て
生
物

の
種

類
数

は

非

常

に
少
な

い
が

一
種
類

ご

と
の
量

が
非
常

に
多

い
。

た
と

え
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流

が
流

れ

て
く

る
。

こ

の
親
潮

と

い
う
名

前

は
、

子
供

を
育

て
る
豊

か
な

流
れ

と

い
う
意

味

で

つ
け

ら
れ

て

い
る
。

ま
た

、

オ

ホ

ー

ツ
ク
海

は

ア
ム
ー

ル
川

に
由

来
す

る
流

氷

が
や

っ
て

く

る
海

で
、
世

界

で

一
番
南

に
あ

る
結
氷

す

る
海

で
も

あ

る

(図

-
)
。

こ

の
よ
う

な
海
流

に
対
応

し

て
、

生
物

の
分

布
も

変

わ

っ

て
く

る
。
た

と
え
ば

、

対
馬

暖
流

の
影

響

の
あ

る

と

こ
ろ

に

は

ワ
カ

メ
が

は
え

て
お

り
、

キ

タ

ム
ラ
サ

キ

ウ

ニ
や

ア
ワ
ビ

が
生

息

し

て

い
る
が

、
親

潮

流
域

に
は

み
ら
れ

な

い
。

こ

の
よ
う

に
、
北

海
道

の
海

に
は
暖

流

が
あ

り
、
寒

流

が

あ

り
、

さ
ら

に
は
流

氷

ま

で
あ

り
、
対

馬
暖

流

に
乗

っ
て
南

方

の
、
親

潮

に
乗

っ
て
北

方

の
生

物

も
運

ば
れ

て
く

る

と

い

う
、

日
本

で
も

特
異

な
海

な

の

で
あ

る
。

③

生
産

力

が
低

い
対

馬
暖

流
域

北

海
道

の
海

は

、
生
産

力

が
高

い
オ
ホ

ー

ツ

ク
海

と
太

平

洋
、

そ

し

て
生

産
力

が
低

い
日
本

海

に
分

け

て
考
え

る

こ
と

が

で

き
る
。

日
本
海

を

流
れ

る
対

馬
暖

流

に

は
、
栄

養
塩

類

(窒

素

、

燐

な

ど
)
が

少
な

い
。

そ

の
た

め
、

こ
れ

を
基

に
し

て
増

殖

す

る
植

物
プ

ラ

ン
ク
ト

ン
が
少

な
く

、

ひ

い
て
は
動

物

プ

ラ

ン
ク
ト

ン
、
魚

類
等

も

相
対

的

に
少

な

い
、
も

し
く

は
成

長

が
悪

い
と

い
う

こ
と

に
な

る
。

こ
う

し
た
特

徴

を
も

つ
日
本

海

で
、

最
も
重

要

な
課

題

と
な

っ
て

い
る
の
が
磯

焼

け

と
よ

ば

れ

る
現
象

で
あ

る
。

こ
れ
は

、
ピ

ン
ク
系

の
色
を

し
た

石

灰
藻

(
石
灰
質

の
紅

藻

類

)
が

岩
面

を

お
お

っ
て

し
ま
う

こ

と

に

よ
る
も

の

で
あ

る
。
磯

焼

け
が

起

こ
る
と

、

コ

ン
ブ

な

ど

が
付

着
す

る
と

こ
ろ

が
少

な

く
な

り
、

こ
れ

を
餌

に

し

て

育

つ
ウ

ニ
や

ア

ワ
ビ
が

少
な

く

な
り

、
成
長

も
悪

く

な

る
。

そ

の

た
め
、
漁

業
者

に
と

っ
て
大

き

な
課

題
と

な

っ
て

い
る

の
で
あ

る
。

こ
の
磯

焼

け

の
原

因

に

つ
い
て
は

、
環
境

要

因
が
複

雑

に

絡

み
合

っ
て
起

こ
る
と

考

え
ら

れ

て

い
る
。
特

に
、
栄

養

塩

類

の
少

な

い
こ
と
が

大

き
な
要

素

と
し

て
考

え
ら

れ
、

現
在

、

コ
ン
ブ

の
増

殖
を

目

的

と
し

た
施

肥
試

験

(固

形

の
肥
料

を

海

に
投

入
す

る

)
な

ど
が

行

わ
れ

て

い
る
。
次

に
示
す
富

栄

養

化
が

心
配

さ

れ

て

い
る
噴

火

湾

と
逆

の

こ
と
が

日
本
海

で

は
課

題

と
な

っ
て

い
る

の
で
あ

る
。

④

内
湾

と
養

殖

北
海

道

の
海

は

、
ほ

と
ん

ど

が
外
海

に

面

し
て
お

り
、

波

の
穏

や

か
な
内

湾

は
噴

火
湾

、
厚
岸

湾

な

ど
ご

く

一
部

に
限

ら
れ

て

い
る

(先

の
図

1
参

照

)。

内

湾

は
、
漁

業

の
面

か

ら
み

る
と
貴
重

な
存
在

で
あ

る
。
全

国

的

に
み

る
と
、

こ

の
よ
う

な
波

の
穏

や
か

な
と

こ
ろ

で
は

、

ハ

マ
チ
、

マ
ダ

イ
、

カ

キ
、

ヒ

ラ
メ
な

ど

の
養
殖

が
盛

ん

に
行

わ

れ

て

い
る
。
し

か

し
な

が
ら

、
波

が
穏

や

か
で
あ

る

こ
と

は

同
時

に
外
海

と

の
水

の
交

換

が
あ

ま
り
良

く
な

い
こ
と
も
意

味

し

て
お

り
、
過

密

な

養

殖
な

ど

に
よ

り
海

域

の
富

栄

養
化

が
憂

慮

さ

れ
て

い
る

。

北
海

道

で
は

、
噴

火
港

が
代

表
的

な
養

殖

地
帯

と
な

っ
て
お

り
、

ホ

タ
テ

ガ
イ
や

コ
ン
ブ

の
養
殖

が

盛

ん

に
行

わ

れ

て

い
る

が

、
慢
性

的

な
貝

毒

の
発
生

が

み
ら

れ

る

よ
う

に
な

っ
て
き

て

い
る
。

貝
毒

の
発

生

が
養

殖

に
よ

る
海

域

の
富
栄

養
化

に
よ

っ

て
起

こ
る
と
は

必
ず

し
も

言

え
な

い
も

の

の
、
何

ら

か

の
係

わ

り
が

あ

る

こ
と
は
確

か

で
あ

る
。

貝
毒

は
、

ホ

タ
テ

ガ
イ

が
餌

と

し

て

い
る
植

物

プ

ラ

ン
ク
ト

ン

に
由

来

す

る
も

の
で
あ

り

、
そ

の
植

物
プ

ラ

ン
ク

ト

ン
の
増
殖

が
海

域

の
富

栄
養

化

と
も

関

係

し

て

い
る

の
で
あ

る
。

こ

の
よ
う

に
波

の
穏

や

か
な
内
湾

は
、
漁

業

の
面

か

ら
み

る

と
貴
重

な
存

在

で
あ

る
が

、
利

用
す

る
上

で
は
養
殖

を
始

め

と
し

て
厳

正

な
規

制

が
必
要

と

さ
れ

て

い
る

。

15。
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表1広 大 な 海 表2地 球の水の分布

項 目 内 容 分 布 ・水量(km3)害IJ合(%)

面 積

体 積

平 均 水 深

全 海 洋 の 水 の 重 さ

最 大 の 海

3億6,105万 ㎞f

13億7,030万 ㎡

3,795m

1,300,000リ ヒ、ト ン

太 平 洋1億6,524.6万 ㎞1

深 い 海 マ リ ア ナ 海 溝11,034m

夏 の ペ ル シ ャ 湾35.6℃

冬 の 臼 海 一2℃

地表

淡 水 湖

塩水湖 ・内海

川 ・ 水 流

124,8000.0090

!04,0000.OO80

1,2000.0001

小 計

最 も

最 も 水 温 が 高 い 海

最 も 水 温 が 低 い 海

230,0000.0171

地 中

土 壌 の 蒸 気 中

地中O.8km以 内の地 ド水

深 い 地 中 の 地 ド水

66,6000.0050

4,160,0000.3060

4,160,0000.3060

小 計 8.386.6000.6170

栃 木 、群 馬 、長 野 、埼 玉 、山梨 、

岐 阜 、奈 良 、滋 賀 の8県

北 海 道 、沖 縄 県

万 年氷 ・氷河 29,120,0002.1500

海 の な い 都 道 府 県 大 気 中 12,9000.0010

大 洋(海) 1,318,720,00097.2000

海 で囲 まれた都道府県 合 計(概 算/ 1,356,000,000100.0000

表3海 洋のもつ可能性

項 目 内 容 現 状

海洋生物資源 2億 トン/年 は漁 獲 可能

南極 オキ ア ミ賦 存 量!0～50億 トン

世界の漁獲量約7千 万 トン

日本 も開発調査中

海 底 鉱 物 資 源 海 底 石 油5,500億 バ ー レル(海 陸 の究 極 可 採埋 蔵 量2兆

バ ー レ ルの27 ,5%)

深 海 底 マ ン ガ ン団塊

マ ンガ ン4,000億 トン(陸 上 の67倍)

ニ ッケ ル164億 トン(陸 .ヒ.の273倍)

コバ ル ト58億 トン(陸 上の967倍)

銅88億 トン(陸 上 の21倍 ♪

世 界海底 石油 生 産量34億 バー レ ル/年

(世 界 生産 の!6.5%)

世 界の 消 費 量(1977年)1,200万 トン

世 界の 消 費1量(1977年)64.8万 トン

世 界の 消 費 量(1977年/27万 トン

士ぜ界の?肖費互赴(1977年)896ノ げ トン

海 水 資 源 ウランの溶存量 約40億 トン 世 界の ウ ラ ン需 要(1977年)2.3万 トン

海洋 エ ネ ルギ ー 波 力 エ ネ ルギ ー 日本 主 要海 岸 線1万3=Fkmで14億KW 日本 でも開発中

海 洋 空 間 地球 表面積の約70%が 海洋

日本の二 百海里水域面積451万k㎡(陸域 面積 の約ユ2倍)

港 湾 ・航路 と しての 利 用 お よ び埋 立 て

によ る利 用 に加 え て、海 洋 レ クリ エー

シ ョ ン、石 油海 洋 備 蓄 、 渡 海 橋 、 海 ヒ

空港 な どの 利 用 が進 行 中

資料 海洋開発審議会第1次 答申

養

殖

へ
の
取

り

組

み
が
全

道
的

に
活

発
化

し
て
き

て

い
る

こ
と
か

ら
も

、
海

の
環

境
を
守

っ
て

い
く

こ
と
が
大

切

に
な

っ
て
き

て

い
る
。

三
、
最
近

の
海

を
め

ぐ

る
動

き

A

海

の
も

つ
可

能
陸

海

に
は
多

く

の
可
能

性

が
あ

る
と
言

わ
れ

、
二
十

一
世

紀

の

フ
ロ

ン
テ

ィ

ア
と
し

て
注

目
を

集
め

て

い
る
。
海
洋

の
も

つ
可

能
性

は

、
海

洋

開
発
審

議
会

第

一
次

答
申

に
よ

る
と

、

表

3

の
よ

う

に
ま

と
め

ら
れ

て

い
る
。

こ
う

し
た
可
能

性

に

そ

っ
て
、
多

く

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

が
進

め
ら
れ

て

い
る
..
た

と
え

ば
、
①

ニ
ッ
ケ

ル
な

ど

の

レ
ア

メ
タ
ル

の
深
海
底

か

ら

の
回
収

、
②

海
水

か

ら

の
ウ

ラ

ン
の
抽

出

、
な

ど
の
調

査
が

進

め

ら
れ

て

い
る
。

一
方

、
昭
和

五
十

二
年

に
始

ま

っ
た
諸
外
国

の
二
百
海

里
規

制

に

よ
り
、

日
本

の
海

は
当

然

の
ご

と
く
自
国

の
二
百
海

里

内

だ
け

に
な

っ
て
し

ま

っ
た
。

そ

の
た
め
、
海

洋
開

発

の
努

力

も

こ
の
中

に
集
中

的

に
投

下

さ
れ

て

い
る
。
二
百

海

里
規

制

に
よ

り
締

め
出

さ
れ

た
結

果
、

相
対

的

に
自

国

の
海

の
重

要
性

が

高
ま

っ
て

い
る

の
で
あ

る
。

た
だ
し

、
日
本

の

二
百

海

里
水

域
は

四
五

一
万

㎞

(
陸
域

の
12
倍

)
で
、
世

界

で
6

番

目

に
広

い
面

積
を

も

っ
て

い
る
。

B

各
省

庁

の
海
洋

開

発
構

想

と
北
海
道

各

省

庁

で
は
次

の
よ

う
な

海
洋

開
発

構
想

を
打

ち
出

し

て

い
る

。
海

の
自

然

を

守

っ
て

い
く

と

い
う

観

点

か

ら

す

る

と

、
疑

問
が
残

る
も

の
が
あ

る
。

賢

明
な
諸
兄

は

一
目

で
気

づ

く
と

思
う

の

で
、

こ

こ
で
は
そ

れ

が
ど
れ

な

の
か
あ

え

て

指
摘

し

な

い
で

お
く
。

①

運
輸

省

沖
合

人
工
島

構

想
。

海
を

埋
立

て
て
新

し

い
国
土

を
作

り

、

総
合

的

な
利

用
を

図

る
。
北

海
道

で
は
室
蘭

が

ケ
ー

ス
ス

タ

デ
ィ
地

域

と
し

て
指
定

さ

れ

て

い
る
。

②

建

設
省
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海

洋
性

レ
ク
リ

ェ
ー
シ

ョ
ン
と
海
洋

リ

ゾ

ー
ト

に
対
応

し

た

マ
リ

ー

ン

・
マ
ル

チ

・
ゾ

ー

ン

(
M
M

Z

)
構
想

。

海

岸
線

と
海

辺

の
町
並

み
を
整

備
す

る

コ
ー

ス
タ

ル

・
コ

ミ

ュ
ニ
テ

ィ

・
ゾ

ー

ン

(
C
C

Z
)
整

備

計
画

。
北

海
道

で

は

広

尾

が
指
定

さ
れ

て

い
る
。

③

通
産

省

高

度
海

洋
機

能

都
市

を
築

く

マ
リ

ン

・
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

・

ポ

リ

ス

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
。

④

農
水

省

水

産

業
を

核

と

し
て
地

域

の
振

興
を

図

る

マ
リ

ノ

ベ
ー
シ

ョ
ン
構
想

。
北

海
道

で
は
釧

路

と
津
軽

海
峡

地

域

が
指
定

さ

れ

て

い
る
。

⑤

国

土

庁

海

洋

エ
ネ

ル
ギ

ー
な

ど
を

利
用

す

る

マ
リ

ン

・
ポ
リ

ス
構

想

。

北
海

道

で
は

留
萌

が
指

定

さ
れ

て

い
る
。

⑥

科
学

技
術

庁

海

の
新

し

い
科

学
技
術

の
開
発

・
研

究

を
進

め

る
。
北
海

道

で
は

オ
ホ

ー

ツ
ク
海

が
氷
海

域

の
科

学

技
術

開
発

を

テ
ー

マ
と

し

て
指
定

さ

れ

て

い
る
。

四
、

サ
ケ

か

ら
み

た
自

然
保
護

サ

ケ

マ
ス
の
仲

間
は

、
北
海

道

の
代

表
的

な
魚

で
あ

る
。

特

に
サ

ケ

(
シ

ロ
ザ
ケ

、
秋

サ
ケ

)

は
百
年

を

こ
え

る
人

工

ふ
化

放
流

事
業

に
よ
り

、
資

源
量

は
飛

躍
的

に
増

大

し

て

い

る
。

現
在
、
北
海
道

に
帰

っ
て
く

る
サ
ケ
は
三

千
万
尾

に
達

し
、

本

州

を
含

め

る
と

五
千

万
尾

の
サ

ケ
が

帰

っ
て
く

る
。
人

工

ふ
化

放
流

が
行

わ

れ
る
前

は

、
明
治

二
十

二
年

の
千

百
万
尾

(
北

海
道

の
み

)
が
最
高

で
あ

る

こ
と
を

考

え

る
と

驚
異
的

な

数

字

で
あ

る
。

こ
う

し
た

人
工

ふ
化
放

流
事

業

の
経
緯

を

自
然

保
護

の
観

点

を

交
え

て
紹

介
す

る

と
次

の
通

り

で
あ

る
。

A

事
業

の
開
始

に
至

る
経
緯

北

海
道

の
サ
ケ

は
古
く

か

ら
利

用
さ

れ
、
北

海

道
開

拓

の

歴

史

と

も
重
要

な
係

わ

り
を

も

っ
て

い
る
。
た

と
え
ば

、

一

四
五

六
年

の
和

人

と

ア
イ

ヌ
人

の
抗
争

コ
シ

ャ

マ
イ

ン
の
乱

は

サ
ケ

を
め

ぐ

る
抗

争

と
言

え

る
も

の

で
あ

る
。

元

来

、

ア
イ

ヌ
人
た

ち

は
湖
上

し

て
く

る

サ
ケ
を
神

の
恵

み

と
考

え
、
食

糧

と
し

て
必
要

最

少
限

し

か

と
ら
な

い
習
慣

を
も

っ
て

い
た
。

と

こ
ろ
が

、
松

前
藩

の
支
配

が
全
道

的

に

及

ぶ
よ

う

に
な
り

、

サ
ケ

は
交

易

の
名

目

で

ア
イ

ヌ
人
た

ち

か

ら
収
奪

さ
れ

る
よ
う

に
な

っ
た

。

こ
れ

は
交

易
と

い
う

よ

り

は
、

む
し

ろ
租
税

的

な
意
味

合

い
が

強

く
、

結
果
的

に

サ

ケ

の
乱

獲

へ
と

つ
な
が

っ
て

い
く

。

ま
た

、

こ
の
頃

よ
り
砂

金

採

り

の
た

め

に
渓

流

の
奥

深
く

ま

で
入

り
込

み
、

サ
ケ

の

産

卵

場
を

荒

ら
す

よ
う

な
事
態

も

起

こ

っ
て

い
る
。

さ
ら

に
明
治

時
代

に
な
る

と
、
北

海

道

の
開
拓

が
活
発

化

し
、

森
林

破
壊

が
進

ん
だ

た

め
、

河
川

が

氾
濫

し
、
サ

ケ

の

天

然

繁
殖

も
困

難

に
な

っ
て
き
た

。

一
方

で
、
、サ
ケ
を

漁
獲

止別川(小 清水町)のサケ親魚捕獲のためのウライ

す

る
努
力

は
増

大

し
、
資

源

量
は
急

速

に
減
少

し
た
。

こ
う

し
た

サ
ケ
資

源

の
回
復

の
た
め

に
、
明
治

二
十

一
年

か

ら
本
格

的
な

人

工
ふ
化

放
流

事
業

が
開
始

さ

れ
、
紆

余
曲

折

を
経

て
、
北

海
道

に
三
千

万
尾

の

サ
ケ
が
帰

っ
て
く

る
よ

う

に
な

っ
た

の

で
あ

る
。
す

な
わ

ち
、
自

然
破
壊

と
乱

獲

の

歴

史

に
よ

る
ダ

メ
ー
ジ

を
回
復

す

る

の
に

一
世
紀

近

い
歳

月

を

要

し
た

こ
と

に
な

る
。

し

か
し
な

が
ら

、
帰

っ
て
く

る
サ

ケ
の
ほ
ぼ

百
%

が
人

工

ふ
化
放

流

に
よ

る
も

の
で
あ

る

こ
と
は

、
天
然
産

卵

に
よ

っ

て
資

源
を

維
持

で

き
な

い
河

川
環

境

が

い
ま
だ

に
存

在

す

る

こ
と
を
意

味

し

て

い
る

こ
と

も
忘

れ

て
は
な
ら

な

い
。

ま

た
、

人

工

ふ
化

放
流

前

の
漁

獲

の
最
高

が
現
在

の
三

分

の

一
で
あ

る

こ
と
を
考

え

る
と

、

現
在

の
放

流
数
約

十

一
億
尾

(
北
海

道

の
み
)

は
天
然

の
再

生
産

を

は

る
か

に
上

回
る
も

の

で
あ

り

、

こ
れ
だ

け

の
稚
魚

を
受

け
入

れ

る
海

の
環

境
も
重

要

に

な

っ
て
き

て

い
る
。

B

海

と
サ

ケ

サ

ケ
は

一
生

の
大
部

分
を

海

で
過
ご

す
。
川

か
ら
海

に
降

り
た
稚

魚

は
、
沿

岸

で
餌
を

と

り
、
体

力
を

つ
け
な

が

ら
、

は

る

か

ベ
ー
リ

ン
グ
海

ま

で
回
遊

す

る
。

ベ
ー
リ

ン
グ
海

に

は

、

ソ
連
、

ア
メ
リ
カ

、

カ
ナ
ダ

の

サ
ケ

マ
ス
も
回
遊

し

、

共

通

の
餌

を
食

べ
て
成

長
す

る
。

そ

の
た
め
、

い
か

に
海

が

広

く

て
大

き

い
と

は
言

え
、

餌

の
量

に
も

限
界
が

あ
り

、
無

限

に
サ

ケ

の
数

を
増

や

す

こ
と
は

で
き

な

い
。

つ
ま

り
、
環

境
収

容
力

が
決

ま

っ
て
お

り
、
そ

れ

に
見

合

っ
た
資
源

し

か

受

け
入

れ
る

こ
と

が

で
き
な

い
と

い
う

こ
と

で
あ
る
。

サ

ケ

の
ふ
化
放

流
事

業

も
関
係

国

の
調

整
が

必
要
な
時

代

に
な

っ

て
き

て

い
る

。

こ
う

し
た
状

況

と

こ
れ
ま

で

の
技
術

の
蓄
積
を

踏
ま

え

て
、

サ

ケ

の
ふ
化
放

流

に

つ
い
て
は
、
放

流
数

の
増

加
と

い
う

よ

り

は
む

し
ろ

、
良
質

の
稚

魚

を
放

流
し

て
回
帰
率

の
向

上
を

図

る

こ
と
が
行

わ

れ

て

い
る
。
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五
、

海
と

自

然
保

護
問

題

A

泊
原

発

に
学

ぶ

こ
れ
ま

で
、
自
然
保
護

と
は
直
接
的

に
係

わ
り

の
な

い
こ
と

も
述

べ
て
き

た
。
そ

の
た

め
、
内

容
的

に
は
ま

と
ま

り

に
欠

け

る
も

の

に
な

っ
た

こ
と

は
否

め
な

い
。

こ

の
こ
と

は
、
海

の
自

然
保

護

と

い
う
言

葉

の
背
景

に
は
極

め
て
多

様

な
課

題

が
あ

る

こ
と

を

示
し

て

い
る
。

こ
れ

ま
で

の

こ
と
を

ま
と

め

る
意

味

で
、

以
下

に
漁

業

と
開
発

の
課

題

と
し

て
泊

原
発

を

例

に
と

っ
て
私

な
り

の
意
見

を
述

べ
て
み

た

い
。

海

は

、
日

本

で
は

と
り

わ
け

生
産

の
場

・
生

活

の
糧
を

得

る
場

と

し

て
重
要

な

役
割
を

果

た
し

て

い
る
。
従

っ
て
、
豊

か
な
海

の
恵

み

が
期
待

で
き
る

よ
う

な
環
境

を
守

り

、
創

出

し

て

い
く

こ
と

が
漁
業

者

の
望

む
海

の
姿

で
あ

り
、

私
達

の

望

む
海

の
姿

で

も
あ

る
。

こ

の
意

味

で
、
漁

業

者
と

私
達

の

利

害

は

一
致

し

て

い
る

の
で
あ

る
。

さ
て
、

泊

原
発

は
漁

業
者

に
と

っ
て
ど

の
よ

う
な

意
味

を

も

っ
て

い
た

の
で

あ
ろ

う

か
。
な

ぜ
、
～原
発

を
誘

致

し
た

の

で
あ

ろ
う

か

。
そ

の
理
由

は
次

の

よ
う

に
整

理

で

き
る
。

①

地
域

11
漁

業

の
不
振

泊
を

始

め

と
す

る

日
本

海

地
域

は

、
漁
業

を
基

幹
産

業

と

し
て

い
る

と

こ
ろ

が

ほ
と
ん

ど

で
あ

る
。

し
か

し
な

が
ら

、

既

に
述

べ
た

通
り

、
生
産

性

は
極

め

て
低
く

、
漁

業

だ
け

で

生

計
を

維
持

し

て

い
く

の
は

困
難

で
あ

り
、

出
稼

ぎ

も
慢
性

化

し

て

い
る
。

そ

の
た

め
、
漁

業

の
後

継
者

も
少

な

く
、
漁

業
者

も

高
齢

化

す

る

こ
と
と

な

る
。
従

っ
て
、

必
然

的

に
地

域
経

済

も
低

迷

す

る

こ
と
と

な

る
。

②

地
域

の
活

性

化

を
図

る
た

め

に
原
発

を

こ

の
よ

う

な
状
態

に
あ

る
地
域

の
活
性
化

を
図

る

た
め

に

は

、
何

よ

り
も

基
幹

産
業

で
あ

る
漁
業

の
振

興
を

図

る

こ
と

が

必
要

で
あ

る
。
そ

の
た

め
、

各

種

の
方
策

が

と
ら

れ
た

も

の
の
、

十
分

な

効
果

は
あ

が

っ
て

い
な

い
。

こ
う

し
た

中

で
、

電
源

三

法

の
交
付
金

を

始

め
と

し

て
多

額

の
金

が
落

ち

る
原
発

は
、

地
域

に
と

っ
て
極

め

て
魅
力

的

な

も

の
で
あ

っ
た
。

さ
ら

に
、
漁

業

の
将
来

に
展
望

の
も

て

な

い
、

後
継

者

も

い
な

い
漁

業
者

に
と

っ
て
は

、
老

後

の
生

活

の
安

定

も
果

た
す

こ
と

が
で

き
る
原

発

は
、

行
政

の
安

全

保

証

つ
き

と

い
う

こ
と
も

あ
り

、
や

は
り

大

き
な
魅

力
を

も

っ
て

い
た

の

で
あ

る
。

こ
れ

ら

の

こ
と

は
、
私

た
ち

が
入
7
後

自

然
保

護
を

考

え
、

運

動

し

て

い
く

場
合

、
新

た
な
方

向

も
検

討

し

て
行

く

必
要

が

あ

る

こ
と
を

示

し
て

い
る
。

つ
ま

り
、

原
発

な

ど

の
誘

致

が

、

そ

の
地
域

の
人

た
ち

の
暮

ら

し
を
維

持
す

る

一
方

策
と

し
て
行

わ

れ

て

い
る

こ
と
を
重

要
な

点

と
し

て
考
慮

し

て

い

く

必
要

が

あ
ろ

う
。

も

し
、
他

の
方

法
が

あ

れ
ば

、
原
発

を

誘

致

し
な

く

と
も
良

い
と

い
う

こ
と
で
あ

る
。

こ
の
意
味

で
、

た

と

え
ば
幌

廷

を
考

え
た

場
合

、
単

に
反

対

と

い
う

の
で
は

な

く

、
町

お

こ
し

の
運
動

を
積
極

的

に
支

援

し

て

い
く

こ
と

も
大

切
な

要
素

で
あ

る
。

地
元

の
農

畜
産

物

や
水
産

物

な
ど

を

買
う

運

動

、
町
づ

く

り
イ

ベ

ン
ト
に
参

加

し

て

い
く

こ
と

も

立
派

な

自
然

保
護

運
動

な

の
で
あ

る

。

反
原

発

運
動

な

ど
を
国

政

、
道
政

レ
ベ

ル
か

ら
展
開

し

て

い
く

の
も
大

切

で
あ

る

が
、
私

た

ち

の
自

然
保

護

に
対

す
る

運

動

は
、

よ

り
地
元

と
密

着

し
た
方

法
を

掘

り
下
げ

て
行
く

こ
と
が

求

め

ら
れ

て

い
る

の
で
は

な

い
だ
ろ

う

か
。

B

海

の
自
然

保
護

と

は

①
海

岸

と
海

た

と
え
ば

、

泊
が

原
発

(あ

る

い
は
火

発

)

で
な
か

っ
た

ら
、
反

対

す

る
人

が

い
た

で
あ
ろ

う
か

。

お
そ

ら
く
、

反
対

す

る

人

は
ほ

と
ん

ど

い
な

か

っ
た

と
思

う
。

単

に
港
湾

を

つ

く

る

だ
け

で
あ

っ
た
ら

、
漁
業

者

の
利
害

だ

け

が
問
題

と

な

っ
た

で
あ

ろ
う

。
原

発

で
あ

る
が
故

に
、
放

射
能

を
絡

め

て

海

や
陸

の
生
物

が

、

ひ

い
て
は

ヒ
ト

と

い
う

生
物

の
安

全

ま

で
が

論
議

さ

れ

る
の

で
あ

る
。

こ
の
場

合

、
貴
重

な
海

面

の

一
部

が
消

失
す

る
こ
と

は
漁
業

者

だ
け

の

マ
イ

ナ

ー
な
問

題

と
し

て
受

け
止

め
ら

れ

て

い
た

の

で
あ

る
。

同

様

の

こ
と
は
、

サ

ン
ゴ
礁

を

つ
ぶ
し
て
空

港
を
建

設
す

る
と

い
う

例

で
も

み
ら
れ

る
。

も

し
サ

ン
ゴ
礁

の
海

で
な
か

っ
た

ら

。

北

海
道

の
海

岸

は
、

ま
だ
十

分

に
自
然

に
恵

ま
れ

て

い
る

も

の

の
、
自
然

海
岸

は
年

々
減

少

し

て

い
る

。
残

さ
れ
た
海

岸

は
、

原
発

、
火
発

、

港
湾

な
ど

に
と

ら
わ

れ
ず

に
、
等

し

く
貴

重
な

自
然

と

し
て
考

え

た

い
も

の
で
あ

る
。

②

ク
ジ

ラ
、
イ

ル
カ
、

ア
ザ

ラ
シ

と

ケ
ガ

ニ
の
重

み

ク
ジ

ラ
、

イ

ル
カ
、
そ

し

て

ア
ザ

ラ
シ
を
保

護
す

る
と

い

う
運

動

は
あ

る
が
、

ケ

ガ

ニ
を

保
護

す

る
と

い
う
自
然

保
護

運
動

は
な

い
。
か

つ
て
隆

盛
を

極

め
た

ニ
シ

ン
の
復

活

の
兆

し
が

み
え

て
も
、

こ
れ
を

保
護

す

る
運
動

は

み
ら
れ

な

い
。

も
ち

ろ

ん
、
資

源
保

護

の
活
動

は

み
ら

れ
る

が

。

少

な

く
な

っ
た

か
ら
保

護
す

る
の
だ

ろ
う

か
。
哺
乳

類
だ

海の観察会の一 コマ
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か
ら

保
護

す

る

の
だ

ろ

う

か
。

ア
ザ

ラ
シ

一
頭

と

ケ
ガ

ニ

一

尾

に
ど

の
よ
う

な
差

が

あ

る

の
だ
ろ

う
か
。

ま

た
、

ヒ
ゲ

ク

ジ

ラ

の
仲

間
と
、

そ

の
餌

に
な

る
オ
キ

ア

ミ
で

は
ど

う

か
。

漁

業

と

い
う

経
済

活
動

と
切

り
離

し
て
自

然
保

護

を

語

る

こ
と

が

で
き
な

い
海

で

は
、

問

題
は

か
な

り
複

雑

で
あ

る
。

少

な

く
な

っ
て

い
く

生
物

を

保
護

す

る
と

い
う

の
は

理
屈

の

上

で
は

わ
か

る
の
だ

が

、
生

物
自

体

に
勝
手

に
優

劣
を

つ
け

て

い
る
よ

う

で
、
ど

こ
か
馴

染

め
な

い
も

の
を
感

じ

る

の
は

私

だ

け

で
あ
ろ
う

か

。

こ
う
し

た
悩

み
は

さ

て
お

い
て
、
海

の
自
然

保
護

問

題

と

言

っ
て
も

、
基
本

は
陸

と
同

じ

で
、
ま
ず

第

一
に
そ

こ

で
暮

ら

す
生

物

と

こ
れ

を
取

り

巻
く

環

境
を
良

く

理
解

す

る

こ
と

が

ま
ず

大

切
で
あ

る

。
そ

の
意

味

で
、
夏

に
限

ら
ず

海

に
で

か

け

、
陸

と
は
ち

ょ

つ
と

違

っ
た
海

の
自

然

に
触

れ

る
機
会

を

増

や
し

て

い
く

こ
と
が

海

の
自

然
保
護

を
考

え

る
第

一
歩

と

な

る
。
北

海
道

で
も

海

の
観

察
会

が
盛

ん

に
な

る

こ
と
を

期

待

し
た

い
。

六

、
お

わ
り

に

北

海
道

の
夏

は
短

く

、
海

に
親
し

む
機
会

も

必
然

的

に
少

な
く

な

る
。
そ

れ

で
も

、
子

供

た
ち

は
必
ず

と
言

っ
て

い

い

ほ

ど
海

に

い
く

。
海

は
陸

と
は

一
味
違

う
何

か
を

与

え

て
く

れ
そ

う
な
気

が

す

る
。

こ
う

し

た
子
供

た
ち

が
海

の
魅
力

を

少
し

で
も

分

か
れ
ば

と
思

う

。
次

世
代
を

担
う

子

供

た
ち

と

と
も

に
海

に
触

れ

る
会

員

が

増
え

る

こ
と
を
期

待

し

た

い
。
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